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研究成果の概要（和文）：本研究で、16－18世紀にイラン高原を支配したサファヴィー朝の近世帝国としての側面を明
らかにした。従来言われていたようなイラン国民国家やトルコ系遊牧部族国家という側面を離れて、オスマン帝国やム
ガル帝国と比較可能な、強力な官僚機構を持った多民族、多宗派の帝国としてのサファヴィー朝を描くことに成功した
。ただし、宗教と言語の面においては、シーア派とペルシア語という二つの要素が、次第に支配的になっていく過程も
認められた。そして、この二つの要素は、現在に至るイラン・アイデンティの中核となっているのである。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the Safavid State, which ruled over Iranian plateau from the 
16th to the 18th century, as an early modern empire. Although the state was considered as the Iranian 
nation-state or the Turko-Mongol nomadic state, this study described the state as a multi-ethnic and 
multi-religious empire, which can be compared with the Ottoman and Mughal Empires. However, in terms of 
religion and language, one can also see the process of Shi'itization and Persinazation. Later, these two 
elements would be the core of the Iranian identity until today.

研究分野：西アジア史、イラン史
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１．研究開始当初の背景 
サファヴィー朝は長らくイランの王朝と
考えられてきた。王朝の成立を持って「イラ
ン国民国家」とする考え方は批判をうけて久
しかったが、それでも、イランの王朝である
という見解は根強いものがあった。 
もう一つの考え方は、サファヴィー朝はト
ルコ・モンゴル系遊牧国家とするものであっ
た。確かに、初期においてはそのような傾向
を持っていたことは否定できないが、それで
は後期サファヴィー朝をどうとらえるべき
かという問題が残っていた。 
本研究が注目したのは、第３の見方、近世
帝国としてとらえる考え方であった。後期サ
ファヴィー朝に関する研究が進んだ結果、こ
の見解が可能となってきたが、日本国内では
十分な議論が行われていなかった。多元的帝
国がいかに均質的なイランを形成するにい
たったのか、そのメカニズムの解明が望まれ
ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近世帝国としてのサファヴ
ィー朝の側面を、多元性と均質性の両面から
明らかにすることにあった。従来の「国民国
家」説、遊牧部族国家説に対して、後期サフ
ァヴィー朝に対する関心の高まりにより、多
元的な近世帝国としての姿が少しずつ明ら
かになりつつある。しかし、後代から見れば
シーア派化などイランに均質性をもたらし
た点も無視できない。この二つの面がどのよ
うに関係しているのか、日本人研究者が得意
とする写本や文書史料を含む現地語史料を
利用して、国制や社会経済構造を明らかにし
つつ、サファヴィー朝がいかなる意味で帝国
と呼べるのかを示すことを目的とした。そし
て、その成果を国際学界に発信していくこと
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究計画の柱は現地語史料の網羅的な調
査・利用と国際発信であった。研究の基礎と
なる現地語史料の網羅的な調査のためイラ
ンやコーカサス、ヨーロッパ等に海外出張を
行った。特にイランは、欧米の研究者にはア
クセスが難しく、大きな成果がえられた。得
られた成果を共有すべく、国内研究会を開催
した。また、国際シンポジウムでサファヴィ
ー朝のパネルを持ち、2013 年には７名の研究
者を海外より招聘して国際シンポジウムを
行った。現在、国際シンポジウムのペーパー
を元に、英文論集を編集中であり 2015 年中
に出版できる見込みである。 
 
４．研究成果 
(1) サファヴィー朝の近世帝国としての性
格を明らかにした。サファヴィー朝が、カ
ラ・コユンル、アク・コユンルなどトルコ・
モンゴル遊牧国家の系譜を引いていること
は明らかであり、また、現在のイランという

国家の形成の過程において、重要な位置を占
めることも確かである。しかしながら、これ
らの事実は必ずしも、サファヴィー朝がトル
コ・モンゴル系遊牧国家であることや、イラ
ン国民国家であることを意味しない。同時代
に即して見るならば、前田弘毅の諸論文や英
文論集に収められる予定の山口昭彦、Sebuh 
Aslanian、守川知子の論文が示すように、と
くに 17 世紀以降は、多宗派、多民族の国家
であることは明らかである。また、後藤裕加
子の著書や近刊予定の近藤信彰の研究が示
すように、中央と地方の官制は、帝国と呼ぶ
にふさわしい整った制度を備えていた。 
この意味で、サファヴィー朝は、オスマン
帝国やムガル帝国と比較可能な近世イスラ
ーム帝国であると言える。現在のイランには
含まれない、もしくは数の少ない、グルジア
系、アルメニア系、インド系などの人々が十
全に活躍する場面があったのが、サファヴィ
ー朝なのであり、その意味で現在のイランと
同一視することはできない。 
 
(2) 宗教と言語における均質化の進展 
多元的な要素を含んだ帝国であったサファ
ヴィー朝であったが、現在のイランにつなが
るような傾向も同時に認められることが明
らかとなった。そのうち、最も重要なのはシ
ーア派化の進展である。Rula Abisaab の著書
や英文論集収録予定の近藤信彰論文が示す
ように、サファヴィー朝はシーア派学者の招
聘や宗教寄進などを通じて、シーア派信仰を
広めることに力を注いだ。サファヴィー朝下
で直接支配をうけていた地域は、現在ではほ
ぼ完全にシーア派化しており、その影響力は
決定的なものがある。サファヴィー朝がシー
ア派信仰を広めたことは、西アジアの宗派分
布を大きく変え、今日の状況の基礎を築いた
といえる。 
 もう一つ、見逃してはならないのはペルシ
ア語化の進展である。16 世紀初めの時点では、
ペルシア語と並んで、ティムール朝下で保護
されたチャガタイ・トルコ語が文語として一
定の地位を保っていた。しかし、キジルバシ
ュと呼ばれるトルコ系の部族が建国に大き
な役割を果たしたにもかかわらず、チャガタ
イ・トルコ語による韻文・散文の作品は、サ
ファヴィー朝化で激減していくことになる。
その理由は、一つには、ティムール朝と異な
って、サファヴィー朝は積極的にトルコ語の
作品を保護しなかったこと、サファヴィー朝
期は文人のインド移住が激しく、移住先のム
ガル朝では圧倒的にペルシア語の作品が好
まれたことが挙げられる。サファヴィー朝下
で、宗教を除いた分野で文語がペルシア語に
収斂していくことは、宗教と同様に、この地
域に一定の均質化をもたらした。たとえ、多
民族の社会で、たとえペルシア語を母語とし
ないものでも、ペルシア語で著作することが、
完全に確立したのである。これは、のちにペ
ルシア語が国語となる基礎を築いたと言え



る。 
 
(3) イラン史におけるもしくは同時代の世
界におけるサファヴィー朝の位置づけを、明
らかにした。英文論文集に収録予定の Sholeh 
Quinn の論文は、歴史叙述の伝統をサファヴ
ィー朝とムガル帝国で比較するもので、同時
代の共通性とそれぞれの相違点を示した重
要な論文である。やはり同論文集の Aslanian
論文は、サファヴィー朝の首都イスファハー
ン郊外におかれたアルメニア地区ジョルフ
ァーが、世界を股にかけたアルメニア商人の
商業活動の中心であったことを示した。近藤
論文は、サファヴィー朝のワクフ政策が前後
の時代に例を見ない中央集権的なものであ
ることを指摘し、山口論文はサファヴィー朝
の遺産が後代のクルド系住民に与えた影響
を明らかにした。サファヴィー朝期が前後の
時代とはかなり異なった特別な時代である
ことを示すと同時に、その影響が今日まで強
く及ぶ歴史的意義が明らかとなった。 
 
(4) 研究成果を国際的に発信することに成
功した。英語による論文 9件、ドイツ語によ
る単行本 1 件、海外の学会における発表 19
件は、大きな成果と言える。さらに、6 名の
外国人研究者を招聘して行った国際シンポ
ジウム”Mapping Safavid Iran”は、参加者
に極めて好評であり、やや停滞気味であった
サファヴィー朝研究に新たな動力を生むも
のとして、高く評価された。このシンポジウ
ムをもとにした英文論文集も刊行の予定で
あり、日本の研究が世界をリードしうる水準
にあることを証明した。 
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